
2020年度

事 業 計 画 書

（全編）



グループ共通理念と法人理念

グループ共通理念 自らが受けたいと思う医療と福祉の創造

法人理念 人権の尊重を礎に、和の精神と人間愛、愛と共生を

共通理念とし、生命の源である「食」を重視した

事業活動を推進する。

経営方針 個を大切にし、心を満たす医療・福祉の実現

よろこびと感動の共有

地域社会との対話と交歓

安定と健全な発展

誇れる職場の創設
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法人重点推進事項
【人材確保と育成の強化推進】

１．新卒・第二新卒等未経験者の採用拡大及び外国人労働者の受入体制強化推進

２．法人間における人材交流等によるスキルアップ及び人材の弾力的活用

３．介護ロボット等ICT化推進による業務省力化及び労働強度の軽減

４．人事評価制度の構築と導入

【湖山医療福祉グループの共通取り組み事項を実行する】

１．こやまケアISOの周知と導入

２．法人間相互監査の実施

３．湖山医療福祉グループにおける各種委員会・研修会への参加

【中長期経営計画の見直し】

【大規模災害・感染症に対するリスクへの取組】

2



 年間目標人数に基づいた採用

 新宿和光園開設準備人員の計画採用

法人人材
採用会議
（毎月開催）

【合同採用】
【湖山G/首都圏】

新卒
第二新卒
（本部）

外国人
技能実習
（本部）

中途
（拠点）

拠点配属

(新宿和光園含む)

2020採用方針3

在籍
出向

育成



首都圏エリアのグループ間在籍出向
 職員のスキルアップ

 将来的な人材難に対応

 介護技術の標準化

 こやまケアISOの推進

カメリア会

つばめの里本町東
カメリア桜ヶ丘

その他

白山福祉会

桜の丘
ラスール麻生

その他

大和会

愛生苑 和光園

 災害時対応力の強化

 最新介護機器の体験

 ユニットケアの実践

保育
学童
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 全国にある湖山グループの
新規開設スタッフの公募

 法人の人事を通さずに直接
グループ本部と折衝

 グループ全体で職員のキャ
リアラダーを担保

 新たな挑戦をグループ施設
で行うことにより、有能な
人材の流出を防ぐ

 能力のあるベテラン職員の
活躍の場を確立する

6
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湖山グループ共通取組事項の推進6

①こやまケアの周知と導入

法人こやまケア委員会での各拠点取り組み進捗確認

チームケア学会への積極的参加

こやまケア運営委員会へ中核職員を追加メンバーとして選出

②法人間内部監査の実施

内部監査員養成研修受講者を増やす（令和元年度7名受講）

首都圏こやまケア委員のサポートを受け法人間内部監査実施

③2020湖山医療福祉グループ研修・専門委員会への参加

年間スケジュールと、個人目標管理面接をもとに年間参加予定者を決め、

研修参加意識をもって、現場へのフィードバックとチェックを行う。

また首都圏看護部会、首都圏相談室にも積極的に参加
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こやまケアＩＳＯの推進
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【中長期経営計画の骨子】
〇新規事業展開

【高齢系】 令和4年9月、新宿区市谷薬王寺「新宿和光園」開設予定

その他、都内特別養護老人ホームの公募申請を並行して実施。

【児童系】 令和2年4月、多摩市関戸「やまとさくら保育園」開設予定

多摩市及び近隣市等における新規認可保育所等の公募申請を行う。

多摩市内学童クラブの民間委託等の公募申請を行う。

〇既存施設の建替

【高齢系】 老朽化した和光園・和光園ｹｱｾﾝﾀｰの建替を行う。（10年前後を目安として）

愛生苑・ｹｱﾊｳｽの建替を検討する。（和光園と同時か、20年前後を目安として）

【児童系】 老朽化したやまと保育園の建替えを行う。（5~10年後を目安として）

〇既存施設の改修・リニューアル

【共通】 建替までの修繕についてアイム㈱よりｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞを受け、適切な改修を実行する。
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新規事業展開

〇 特別養護老人ホーム新宿和光園 （令和4年9月開設予定）
住所：東京都新宿区市ヶ谷薬王寺町43-1 特別養護老人ホーム 12名／1ユニット 地上4階建て

１フロア２ユニット×４F                  定員 ９６名（うちショート１２名）

令和2年度

埋蔵文化財調査（~9月）杭・基礎撤去工事（~2月）3月中旬着工予定 ※財務省実施

東京都施設整備補助金補助協議 11月補助内示予定

9月開設準備室立ち上げ 介護職員採用開始（7名採用予定）

既存施設職員の在籍出向（通年で3名/月実施予定）

〇 やまとさくら保育園 （令和2年4月1日開設）
住所：東京都多摩市和田1547番地 認可保育所 定員60名

〇 その他継続して新規事業を推進します。
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特別養護老人ホーム新宿和光園

都営新宿線

曙橋駅下車 徒歩10分

都営大江戸線

牛込柳町下車 徒歩8分
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やまとさくら保育園 【令和２年４月１日開設】16



地域公益活動計画17

 認知症カフェ「あいくる – bande」

サロン機能強化推進（市民開放）

 出張型食事サービス（百草団地展開）

 職業体験イベント「KAOFES」への出展

 地域交流ｽﾍﾟｰｽの一般開放

和田元気ｱｯﾌﾟ体操

 WADAﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ の開催

 地域・自治体合同防災訓練の定例実施

 小中学校福祉授業の実施

 その他、地域の祭り等への参加



大規模災害・感染症対策18

 事業継続計画の見直し

①震災時対策の見直し

②風水害対策の策定

③②の避難計画の策定

④BCP検証訓練の実施

 自治体・地域との防災連携強化

①地域・自治体合同防災訓練の実施

②福祉避難所の周知及び協力要請

 新型コロナウィルス等感染症対策

①感染症マニュアルの見直し

②新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ 対応マニュアルの策定

③厚生荘病院との連携強化



2020年度 予算19

定 員 事業活動収入 事業活動支出 経常利益 資金収支差額

本部 680 7,598 ▲6,918 ▲5,918

愛生苑 80名 383,780 364,808 6,651 5,612

愛生苑ｹｱﾊｳｽ 16名 38,964 33,931 ▲1,193 4,723

和光園 130名 814,737 773,291 5,288 7,142

やまと保育園 100名 209,829 197,252 7,288 0

やまとさくら保育園 60名 162,992 161,267 1,650 0

第二小学童ｸﾗﾌﾞ 135名 67,111 65,088 1,686 956

和光園診療所 19,139 17,619 1,213 220

小計 1,697,232 1,620,854 15,665 12,735

新宿和光園（準備） 96名 0 14,286 ▲14,482 ▲14,482

合計 1,697,232 1,635,140 1,183 ▲1,747



拠点別事業計画

１．愛生苑

２．愛生苑ケアハウス

３．和光園

４．やまと保育園

５．やまとさくら保育園

６．多摩市第二小学童クラブ
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愛 生 苑
【重点推進事項】

〇 人材確保と育成の推進

ア）新宿和光園開設に向けた人材の確保と育成・核となる在籍職員の養成

首都圏グループ法人への在籍出向・転籍の推進

イ）個人別年間研修計画の作成、事前事後面談の徹底、能力に応じた適切な研修受講

ウ）職員の処遇改善及び介護作業の負担軽減を積極的に推進

〇 利用者サービスの充実化

ア）こやまケア推進（法人間内部監査・チームケア学会・グループ研修参加）

イ）第三者評価・利用者ご家族調査の結果フォローの徹底。

ウ）チーム愛生苑による「安心」「安全」「安楽」な介護の推進

〇 地域包括ケアの推進

WADAミュージックフェス・認知症カフェ・地域出張型食事サービス等継続実施。

地域の新たなニーズに対応した新サービスを開拓し実行する。

○ 大規模災害・感染症に対するリスクへの取組

ア）事業継続計画の見直し・風水害に対するBCPの策定・避難計画の策定・BCP検証訓練の実施

イ）感染症マニュアルの見直し 新型コロナウィルス対応マニュアルの策定 衛生用品等備品類の確保
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愛 生 苑
【予算】

収入面 稼働率97.5％ 新規加算の算定（口腔衛生管理）空床利用お試しSS

支出面 人件費 人材の流動化による紹介手数料の削減 在籍出向

経費節減策 法人間共同購入の推進
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計 画 前年計画 差

事業活動収入 383,780 373,876 9,904

事業活動支出 364,808 363,011 1,797

事業活動収支差額 18,972 10,865 8,107

施設整備等収支 ▲7,500 ▲3,731 ▲3,769

その他収支 ▲5,860 ▲3,492 ▲2,368

当期資金収支差額 5,612 3,642 1,970

稼働率 97.5% 97.5％

単位：千円



愛生苑ケアハウス
【重点推進事項】

〇 人材確保と育成の推進

ア）新宿和光園開設に向けた人材の確保と育成・核となる在籍職員の養成

首都圏グループ法人への在籍出向・転籍の推進

イ）個人別年間研修計画の作成、事前事後面談の徹底、能力に応じた適切な研修受講

ウ）職員の処遇改善及び介護作業の負担軽減を積極的に推進

〇 利用者サービスの充実化

ア）こやまケア推進（法人間内部監査・チームケア学会・グループ研修参加）

イ）第三者評価・利用者ご家族調査の結果フォローの徹底。

ウ）中間施設としての機能強化 チーム愛生苑による「安心」「安全」「安楽」な介護の推進

〇 地域包括ケアの推進

WADAミュージックフェス・認知症カフェ・地域出張型食事サービス等継続実施。

地域の新たなニーズに対応した新サービスを開拓し実行する。

○ 大規模災害・感染症に対するリスクへの取組

ア）事業継続計画の見直し・風水害に対するBCPの策定・避難計画の策定・BCP検証訓練の実施

イ）感染症マニュアルの見直し 新型コロナウィルス対応マニュアルの策定 衛生用品等備品類の確保
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愛生苑ケアハウス
【予算】

収入面 待機者増大策（地区食事会にてチラシ頒布）特別加算申請 他

支出面 人件費 人材の流動化による紹介手数料の削減 派遣職員の適正化

経費節減策 法人間共同購入の推進
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計 画 前年計画 差

事業活動収入 38,964 38,585 379

事業活動支出 33,931 36,622 ▲2,691

事業活動収支差額 5,033 1,963 3,070

施設整備等収支 ▲600 ▲955 355

その他収支 290 369 ▲79

当期資金収支差額 4,723 1,377 3,346

稼働率 98.5％ 100.0％

単位：千円



和 光 園
【重点推進事項】

〇 人材対策の推進

ア）継続して同一法人内法人間特別養護老人ホーム間の人材交流を促進する。

イ）年間研修計画の作成、事前事後面談の徹底、目標管理の実施

ウ）キャリア段位制度の継続と人事評価導入に向けて制度整備

エ）医療・認知症対応サービス強化（喀痰吸引推進・医療介護サービス連携）

〇 利用者サービスの充実化

ア）こやまケア推進（法人間内部監査・チームケア学会・グループ研修参加）

イ）第三者評価の結果フォローの徹底。利用者サービスの改善及び向上に結び付ける。

ウ）食事ケア向上に向けた多職種連携の上で、新たな仕組みの整備。

エ）集団リハビリからの発展による日々のレクリエーション活動

〇 地域貢献 ボランティア活動の拡大と、地域貢献活動としてのお祭り・イベントへの参加

○ 経営目標管理

ア）職員状況管理及び月次進捗管理と分析を行い、適正な収支管理を行う。イ）第8期介護保険制度改正分析

○ 建物老朽化対策 建物診断による建て替えまでのスケジュール策定

○ 大規模災害・感染症に対するリスクへの取組

ア）災害 福祉避難所訓練、災害想定訓練及び風水害対策の整備 イ）感染症マニュアル 新型コロナウィルス
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和 光 園
【予算】

収入面 稼働率 特養98.0％、一般デイ80％・認知症デイ55％

入所・ショート営業強化、待機者精査

支出面 人件費 人材の流動化による紹介手数料の削減 派遣職員の適正化

経費節減策 法人間共同購入の推進・予算管理の徹底

26

計 画 前年計画 差

事業活動収入 814,737 796,982 17,755

事業活動支出 773,291 762,385 10,906

事業活動収支差額 41,446 34,597 6,849

施設整備等収支 ▲34,646 ▲5,354 ▲29,292

その他収支 3,342 ▲18,629 21,971

当期資金収支差額 7,142 7,614 ▲472

稼働率 98.0％ 97.5％

単位：千円



やまと保育園
【重点推進事項】

〇 育成の推進

ア）キャリアアップ制度による職位職責の明確化と人材育成の仕組みを構築する。

イ）個人別年間研修計画の作成と面談の徹底、適切な研修受講を促し、個人の目標を明確化する。

ウ）やまと保育園建替計画及び中長期修繕計画の策定。

エ）和田エリアの保育需要低下を受け、段階的に受入人数を調整していく。

〇 利用者サービスの充実化

ア）我が子を預けたいと思う保育の創造を目指し、福祉職としての原点に立ち戻り、

保育の共有化及び標準化を推進する。

イ）新たな保育ニーズに対応した保育サービスの検証と拡充。

〇 地域包括ケアの推進

ア）WADAミュージックフェス・中和田夏祭り・KAOフェス・地域子育て講座などを

積極的に推進し、子育ての専門性を地域に還元し、地域の子育て拠点の役割を担う。

イ）子育て世代包括支援センター事業の開始に伴い、離乳食講習会や妊婦体験など地域の新たなニー
ズに対応した新サービスを積極的に開拓し実行する。
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やまと保育園
【予算】

収入面 稼働率106％ 地域住民へ施設見学や行事参加の積極的な呼びかけ。

支出面 人件費 業務を見直しし、スリム化を推進する。

経費節減策 法人間共同購入の推進。予算管理の徹底。
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計 画 前年計画 差

事業活動収入 209,829 242,696 ▲32,867

事業活動支出 197,252 229,048 ▲31,796

事業活動収支差額 12,527 13,649 ▲1,072

施設整備等収支 ▲1,000 ▲1,170 170

その他収支 ▲11,577 ▲11,872 295

当期資金収支差額 0 0 0

稼働率 100.0％ 106.0％

単位：千円



やまとさくら保育園【新規】29

【重点推進事項】

〇 育成の推進

ア）キャリアアップ制度による職位職責の明確化と人材育成の仕組みを構築する。

イ）個人別年間研修計画の作成、事前事後面談の徹底、

能力に応じた適切な研修受講

〇 利用者サービスの充実化

ア）我が子を預けたいと思う保育の創造を目指し、福祉職としての原点に

立ち戻り、保育の共有化及び標準化を推進する。

イ）新たな保育ニーズに対応した保育サービスの検証と拡充。

〇 地域包括ケアの推進

ア）WADAミュージックフェス・中和田夏祭り・KAOフェス・さくらまつり

地域子育て講座などを積極的に推進し、子育ての専門性を地域に還元し

地域の子育て拠点の役割を担う。

イ）ICT導入に伴い、ホームページなどの情報発信媒体を積極的に活用し、地域

の新たなニーズに対応した新サービスを開拓し実行する。

ウ）隣接する健康センターとタイアップして地域活動の計画、実施をする。



やまとさくら保育園【新規】
【予算】

収入面 稼働率83.3％ 受入年齢の弾力変更を多摩市と協議し、収入増を図る

支出面 備品等の計画的な購入による施設整備の充実を図る

経費節減策 法人間共同購入の推進。予算、備品管理の徹底
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計 画 前年計画

事業活動収入 162,992 0

事業活動支出 161,267 0

事業活動収支差額 1,725 0

施設整備等収支 ▲500 0

その他収支 ▲1,225 0

当期資金収支差額 0 0

稼働率 83.3％ 0

単位：千円



多摩市第二小学童クラブ
【重点推進事項】

〇 人材確保と育成の推進

ア）ストレスチェックの導入 職員との事前事後面談の徹底 内部研修の開催と外部研修の積極的な参加を推進

イ）福祉職としてのコンプライアンスの遵守・・・職業倫理研修の実施、参加促進

ウ）職員の処遇改善を積極的に推進・・・年次有給休暇の計画的取得を促進

〇 定員増、新規事業に向けて

定員数は第一と第二、第二の2を合わせて135名、待機児童が現在18名いる。定員増に伴う育成予定場所である2階

部分については夏期に室内エアコンをかけても異常に過熱するなど育成環境に適していないため、この問題が解決

しないと定員増は不可と多摩市が判断した。そのため第一を1年生の生活の場、第二を2，3，4年生の生活の場とし、

2階の第二の２をフリースペースに切り替え、夏場に2階を使わなくても育成支援を行えるようにする。

また職員の配置基準を今後の定員増を見越して正規職員を多めに雇用し、手厚い育成支援を実施する。

今後も多摩市と協議し第二の２のエアコンの不具合の改善、必要な機器・備品等についても市とその都度折衝して

整えてゆき、今後の定員増に備えていく。

近隣市への学童クラブの民間委託等の公募申請を行う。

〇 地域活動の推進

多摩第二小学校の行事や青少協、ＰＴＣＡ，おやじの会等の地域活動に参加する

東寺方児童館、図書館、老人福祉館、コミセンとの交流を持ち、行事等に積極的に参加する
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多摩市第二小学童クラブ
【予算】

収入面 定員135名 現時点での待機児数 18名

支出面 人件費 次年度定員増を見越した正規職員の増配置、手厚い育成支援を実施

経費節減策 法人間共同購入の推進
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計 画 前年計画 差

事業活動収入 67,111 62,411 4,700

事業活動支出 65,088 60,178 4,910

事業活動収支差額 2,023 2,233 ▲210

施設整備等収支 ▲200 0 ▲200

その他収支 ▲467 ▲350 ▲117

当期資金収支差額 956 1,483 ▲527

稼働率 100.0％ 98.5％ 1.5％

単位：千円


